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柳
得
強
手
稿
本
『
燕
墓
風
脚
録
』
か
ら
見
た
冊
封
指
墨
竈
元
の

琉
球
認
識
と
清
・
琉
球
・
日
本
・
朝
鮮
四
国
の
国
際
関
係

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
六
〇
九
年
の
島
津
氏
に
よ
る
琉
球
侵
攻
に
よ
り
、
琉
球
が
王
国
体
制
を

維
持
し
た
ま
ま
日
本
の
幕
藩
制
国
家
の
一
部
と
な
り
、
そ
の
一
方
、
明
清
中

国
か
ら
滞
船
を
受
け
続
け
、
琉
球
処
分
に
よ
る
沖
縄
県
の
設
遣
ま
で
幕
藩
体

舗
の
な
か
の
「
異
国
」
と
し
て
存
続
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。
琉
球
は
日
本
の
間
接
的
な
支
配
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

中
国
に
対
し
て
隠
蔽
し
、
従
順
な
冊
封
国
と
し
て
振
舞
う
こ
と
で
日
本
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

国
貿
易
の
窓
口
の
ひ
と
つ
と
し
て
機
能
し
、
王
国
を
保
っ
た
。

　
琉
球
は
中
国
か
ら
冊
封
使
が
や
っ
て
く
る
と
、
日
本
の
存
在
を
悟
ら
れ
ぬ

よ
う
に
努
め
た
。
ま
た
、
中
国
に
琉
球
人
が
漂
着
し
た
際
に
思
い
が
け
ず
日

本
と
の
関
係
が
発
覚
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
漂
流
し
た
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
っ
て
守
ら
せ
、
清
人
や
朝
鮮
人
が
琉
球
に
漂
着
し
た
際
も
、
漂
流
民
を

木

村

可
奈
子

隔
離
す
る
な
ど
し
て
日
本
と
の
関
係
が
露
見
し
な
い
よ
う
努
め
た
。
薩
摩
側

も
隠
蔽
に
努
め
、
薩
摩
人
と
琉
球
人
が
同
乗
し
た
船
が
清
に
漂
着
し
た
場
合

は
、
琉
球
人
に
月
代
を
剃
ら
せ
、
日
本
人
に
変
装
さ
せ
て
関
係
を
隠
蔽
さ
せ

②
た
。　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
琉
球
や
薩
摩
藩
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
琉
球
と

同
じ
く
明
清
中
国
か
ら
冊
封
を
受
け
て
い
た
朝
鮮
は
、
琉
球
が
日
本
に
属
し

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
中
国
が
清
朝
に
な
っ
て
か
ら
、
朝
鮮
と
琉
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
通
信
関
係
は
杜
絶
し
て
い
た
が
、
朝
鮮
は
日
本
と
通
信
関
係
を
持
っ
て
お

り
、
日
本
で
の
見
聞
や
、
知
識
人
・
幕
府
要
人
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、
琉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

球
が
日
本
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
。

　
～
方
清
で
は
、
琉
球
と
日
本
と
の
関
係
が
露
見
し
て
国
際
問
題
に
な
る
こ

と
は
無
か
っ
た
。
琉
球
に
や
っ
て
き
た
冊
封
使
は
日
本
の
支
配
実
態
に
感
づ

い
て
い
た
が
、
琉
球
に
説
明
を
求
め
ず
、
朝
廷
に
は
琉
球
国
王
の
恭
順
ぶ
り
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⑤

の
み
報
告
し
た
。

　
近
年
、
当
時
の
国
際
関
係
が
全
体
的
に
ど
の
よ
う
な
構
造
を
持
っ
て
い
た

か
を
問
題
に
し
て
朝
鮮
と
琉
球
の
関
係
を
検
討
し
た
夫
馬
進
氏
は
、
一
六
〇

九
年
の
島
津
氏
に
よ
る
琉
球
侵
攻
以
降
、
中
国
と
日
本
が
直
接
外
交
関
係
を

も
た
な
い
事
が
、
中
国
と
日
本
に
服
属
し
て
い
た
琉
球
の
間
で
冊
封
関
係
を

成
立
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
…
方
朝
鮮
は
日
本
と
通
信
関
係
を
回
復
し
、

琉
球
が
日
本
の
服
属
下
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
た
め
、
琉
球
と
国
交
を

杜
絶
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
の
説
を
提
示
し
た
。
黒
馬
氏
は
、
朝
貢
シ
ス

テ
ム
論
や
冊
封
体
制
論
に
影
響
を
受
け
た
議
論
が
、
臼
本
が
東
ア
ジ
ア
の
国

際
秩
序
か
ら
離
脱
し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
逆
に
、
中
国
と

日
本
の
国
交
の
杜
絶
こ
そ
が
、
当
時
の
清
・
琉
球
・
日
本
・
朝
鮮
と
い
う
東

ア
ジ
ア
の
四
国
の
問
の
安
定
し
た
国
際
秩
序
を
形
成
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

憎
し
、
特
に
西
嶋
定
生
氏
の
冊
封
体
制
論
を
批
判
し
た
。

　
夫
馬
氏
は
こ
の
議
論
の
中
で
、
琉
球
が
明
末
か
ら
日
本
に
臣
属
し
た
ま
ま

で
あ
る
こ
と
は
、
清
朝
の
康
熈
二
十
年
代
に
は
す
で
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た

が
、
冊
封
使
や
考
証
学
者
の
一
部
は
う
す
う
す
知
り
う
る
こ
と
が
あ
っ
た
も

の
の
、
公
言
し
た
り
あ
か
ら
さ
ま
に
人
に
問
う
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と
し
た
。

そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
る
の
が
、
嘉
慶
五
年
（
一
入
○
○
）
の
雛
封
副
使
李

鼎
元
で
あ
る
。

　
考
証
学
全
盛
の
時
代
を
生
き
る
知
識
入
で
あ
っ
た
李
鼎
元
は
、
そ
の
使
琉

球
録
で
あ
る
『
使
琉
球
記
幽
の
申
で
日
本
年
号
の
書
か
れ
た
那
覇
の
波
上
嵜

　
⑦
銘
文
を
考
証
し
、
明
末
に
琉
球
が
日
本
に
臣
属
し
て
い
た
と
い
う
結
論
に
至

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
琉
球
が
い
っ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
の
臣
属
か
ら

離
れ
た
の
か
、
一
切
考
証
し
な
か
っ
た
。
夫
馬
氏
は
、
彼
が
判
断
を
停
止
し

て
そ
れ
以
上
は
問
わ
な
か
っ
た
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
清
朝
皇
帝
は
、
琉
球

は
日
本
に
臣
属
し
て
い
な
い
と
し
て
朝
貢
を
受
け
つ
け
冊
封
し
、
三
豊
帝
に

い
た
っ
て
は
乾
隆
二
一
年
（
…
七
五
六
）
の
概
封
使
で
あ
る
周
焼
に
『
琉
球

国
志
略
㎏
を
編
纂
さ
せ
、
琉
球
を
中
国
の
一
省
な
み
に
見
な
し
た
地
方
志
を

作
ら
せ
て
い
た
た
め
、
琉
球
と
日
本
の
関
係
を
公
書
す
る
こ
と
は
皇
帝
の
顔

に
泥
を
塗
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
で
は
す
で
に
安
定
し
た
国

際
秩
序
が
成
り
立
っ
て
お
り
、
一
歩
問
違
え
れ
ば
著
し
い
不
敬
と
秩
序
破
壊

を
招
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
の
冊
封
使
や
考
証
学
者
が
琉
球

の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
知
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
公
撰
し
た
り
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

以
上
間
う
て
は
い
け
な
か
っ
た
と
結
論
し
た
。

　
夫
馬
氏
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
根
拠
の
一
つ
が
、
幣
信
元
が
冊
封
使
行
か

ら
の
帰
国
直
後
で
あ
る
嘉
慶
六
年
（
一
八
〇
一
）
に
、
旧
知
の
朝
鮮
人
で
あ

り
、
燕
行
使
と
し
て
や
っ
て
き
て
い
た
含
煮
恭
と
行
っ
た
問
答
で
、
以
下
の

よ
う
な
や
り
と
り
を
行
い
な
が
ら
も
、
現
在
琉
球
が
日
本
に
臣
属
し
て
い
る

の
か
直
接
的
に
問
わ
ず
、
問
答
が
か
み
合
わ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

⑨
る
。
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墨
荘
（
李
鼎
元
）
「
貴
邦
は
か
つ
て
琉
球
と
通
商
し
て
い
ま
し
た
が
、

　
　
後
に
間
隙
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
結
局
の
と
こ
ろ
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

　
　
か
。
」

　
　
余
（
柳
得
恭
）
「
国
初
は
か
れ
（
琉
球
）
は
来
貢
し
て
い
ま
し
た
。
今

　
　
は
来
て
い
ま
せ
ん
。
別
に
不
和
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

　
　
墨
荘
「
片
田
舎
に
あ
っ
て
小
さ
く
、
笑
う
べ
き
で
す
。
」

　
　
余
「
万
壷
中
・
考
吉
が
そ
の
国
の
王
を
捕
ら
え
連
れ
去
り
ま
し
加
・
」

　
こ
の
問
答
は
柳
得
恭
の
燕
行
録
『
燕
墓
再
游
録
臨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

夫
馬
氏
は
、
中
国
の
歴
史
家
金
三
訂
が
編
集
し
、
鉛
印
出
版
し
た
『
遼
海
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

書
扇
所
収
の
噌
燕
塾
再
游
録
』
に
基
づ
い
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
が

こ
の
テ
キ
ス
ト
と
、
現
存
す
る
諸
紗
本
を
比
較
し
た
結
果
、
多
く
の
誤
字
・

脱
字
・
脱
文
が
あ
る
非
常
に
問
題
の
多
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

⑫た
。
特
に
、
前
述
の
李
鼎
発
と
柳
得
恭
の
や
り
取
り
の
部
分
で
は
、
柳
得
恭

の
自
筆
稿
本
を
は
じ
め
と
す
る
現
存
す
る
諸
本
と
比
べ
る
と
、
気
圏
元
の
琉

球
認
識
を
知
る
上
で
決
定
的
な
部
分
が
失
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
柳
得
恭
の
手
稿
本
『
一
塁
西
口
録
』
を
用
い
て
柳

得
恭
と
李
鼎
元
の
問
答
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
冊
封
使
李
鼎
元
の
琉
球
に
対

す
る
認
識
と
、
当
時
の
清
・
琉
球
・
日
本
・
朝
鮮
と
い
う
東
ア
ジ
ア
に
あ
る

　
⑬
四
国
の
国
際
関
係
が
、
そ
れ
ぞ
れ
お
互
い
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
そ
の
一
蠕
を
明
ら
か
に
し
、
四
国
の
国
際
関
係
を
構
造
的
に
考
え

る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。

①
紙
屋
敦
之
咽
幕
藩
制
国
家
の
琉
球
支
配
』
（
校
倉
書
房
、
　
九
九
〇
年
）
、
同
著

　
者
『
東
ア
ジ
ア
の
中
の
琉
球
と
薩
摩
藩
』
（
校
倉
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
等
参
照
。

②
詳
細
は
、
渡
辺
美
季
「
清
に
対
す
る
訪
日
関
係
の
隠
蔽
と
漂
着
問
題
」
（
噸
近
世

　
琉
球
と
中
日
関
係
』
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

③
詳
細
は
夫
馬
進
＝
六
〇
九
年
、
日
本
の
琉
球
併
合
以
降
に
お
け
る
中
国
・
朝

　
鮮
の
対
琉
球
外
交
一
東
ア
ジ
ア
四
国
に
お
け
る
冊
封
、
朝
貢
そ
し
て
杜
絶

　
1
」
（
『
朝
鮮
燕
行
使
と
朝
鮮
通
信
使
』
、
名
古
麗
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
、

　
初
出
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

④
詳
細
は
註
③
央
馬
署
誉
所
収
「
朝
鮮
知
識
人
に
よ
る
琉
球
の
国
際
的
地
位
認
識

　
i
北
学
派
を
申
心
に
i
」
（
初
出
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

⑤
赤
嶺
守
『
琉
球
王
国
東
ア
ジ
ア
の
コ
ー
ナ
ー
ス
ト
ー
ン
』
、
講
談
社
、
二
〇

　
〇
四
年
、
＝
二
四
－
＝
二
五
頁
参
照
。

⑥
詳
細
は
、
註
③
夫
馬
論
考
参
照
。

⑦
詳
細
は
二
章
二
節
で
後
述
す
る
。

⑧
註
③
夫
馬
論
考
、
＝
四
⊥
｝
七
頁
、
お
よ
び
夫
馬
匹
「
増
訂
版
に
よ
せ

　
て
」
（
同
編
『
増
訂
使
琉
球
録
解
題
及
び
研
究
㎞
、
格
樹
書
林
、
一
九
九
九
年
）
短

　
－
鼠
頁
参
照
。

⑨
　
註
③
夫
馬
論
文
、
一
一
七
頁
。

⑩
墨
荘
日
「
貴
邦
重
三
琉
球
通
商
、
後
成
隙
。
今
豊
艶
侮
。
」
余
日
「
國
初
伊
來

　
貢
。
今
不
來
。
別
無
嫌
隙
。
」
墨
荘
田
「
僻
小
可
笑
。
」
余
日
「
萬
暦
中
、
平
秀
吉

　
撃
他
國
王
去
。
」

⑪
『
遼
海
叢
沓
』
第
一
集
（
大
連
、
遼
叢
書
社
、
一
九
三
四
年
）
所
収
。

⑫
筆
者
手
稿
本
を
は
じ
め
と
す
る
『
燕
毫
再
游
録
㎞
諸
本
の
関
係
と
、
遼
海
叢
書

　
本
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
。

⑬
東
ア
ジ
ア
と
い
う
範
囲
が
ど
こ
ま
で
で
あ
る
か
は
、
論
者
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
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る
。
本
稿
は
註
③
門
馬
論
考
で
検
討
さ
れ
た
清
・
琉
球
・
日
本
・
朝
鮮
と
い
う
四

国
の
関
係
を
問
題
の
対
象
と
す
る
。
蔓
生
氏
は
こ
の
四
国
は
東
ア
ジ
ア
の
全
体
で

は
な
く
一
部
分
と
し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
筆
者
も
そ
の
見
解
に
同
意
す
る
。

第
…
章
　
柳
野
台
と
李
鼎
元

、
『
燕
壷
再
游
録
』
の
基
本
情
報

　
ま
ず
は
、
『
燕
壷
再
游
録
騙
と
は
ど
の
よ
う
な
史
料
な
の
か
を
確
認
し
た

い
。
著
者
は
柳
得
恭
、
字
は
恵
風
・
恵
甫
、
号
は
冷
齋
・
歌
商
楼
・
古
芸

堂
・
古
平
居
士
等
が
あ
る
。
「
北
の
方
中
国
に
学
」
ぶ
こ
と
を
主
張
し
た
実

学
の
一
派
で
あ
る
北
学
派
の
一
人
で
あ
る
。
ま
た
詩
人
と
し
て
も
有
名
で
、

同
じ
北
学
派
の
李
徳
慾
・
朴
齊
家
・
李
書
下
と
と
も
に
「
四
壁
詩
人
」
と
称

さ
れ
る
。
丁
霊
恭
が
初
め
て
清
の
地
を
踏
む
の
は
、
一
七
七
八
年
に
綿
綿
に

行
幸
し
た
乾
皮
帝
へ
の
問
安
使
の
一
行
に
参
加
し
た
際
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
際
に
『
手
足
旅
筆
』
を
書
い
た
と
さ
れ
る
が
、
現
存
し
な
い
。
柳
得
恭

は
薄
暑
故
に
官
吏
登
用
差
別
を
受
け
て
い
た
が
、
一
七
七
九
年
に
お
な
じ
く

庶
聾
出
身
の
李
徳
愁
・
朴
齊
家
・
学
理
修
と
と
も
に
正
祖
の
特
命
で
奎
章
閣

の
初
代
検
書
窟
に
抜
擢
さ
れ
、
政
策
諮
問
役
と
な
る
。
一
七
九
箇
年
に
進
賀

兼
謝
恩
使
の
～
行
に
朴
寺
家
と
と
も
に
参
加
し
て
初
め
て
北
京
に
群
行
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
②

『
灘
陽
録
魎
（
別
名
『
熱
河
紀
行
詩
注
騙
）
を
書
く
。

　
そ
し
て
今
回
取
り
上
げ
る
『
燕
夢
話
游
録
』
は
、
一
八
〇
一
年
に
朱
子
の

著
述
の
善
本
購
入
任
務
の
た
め
に
謝
恩
使
に
伴
っ
て
順
行
し
た
際
の
記
録
で

あ
る
。
こ
の
際
の
燕
行
に
は
、
朴
齊
家
も
参
加
し
て
い
た
。
正
月
二
八
日
に

燕
行
の
命
を
受
け
、
二
月
～
五
日
に
出
発
し
、
四
月
一
日
に
北
京
に
到
着
、

六
月
王
○
日
に
漢
城
に
帰
京
し
て
い
る
。
本
書
は
日
記
体
で
は
な
く
、
ほ
と

ん
ど
が
交
流
し
た
人
物
と
の
や
り
取
り
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

詳
細
な
時
系
列
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。

二
、
柳
得
恭
と
李
鼎
元
の
交
友

　
つ
い
で
、
柳
五
三
と
李
鼎
元
の
交
友
の
経
緯
を
確
認
し
た
い
。
李
鼎
元
は

字
を
和
叔
・
味
堂
、
号
を
墨
荘
・
師
竹
斎
と
い
い
、
四
川
省
芸
州
羅
江
縣
の

人
で
あ
る
。
乾
隆
四
三
年
（
一
七
七
八
）
の
進
士
で
、
翰
林
院
庶
吉
士
、
翰

林
院
検
討
と
な
り
、
検
討
時
代
に
は
清
朝
の
一
大
国
家
事
業
で
あ
る
四
庫
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

書
の
編
纂
に
分
校
官
と
し
て
参
与
し
た
。
内
閣
中
書
で
あ
っ
た
嘉
慶
四
年

掛～

ｵ
九
九
）
に
琉
球
冊
封
の
副
使
に
任
命
さ
れ
る
。
従
兄
李
網
元
（
乾
隆

二
八
年
の
進
士
・
号
爾
村
）
・
写
角
駿
元
（
乾
隆
四
九
年
の
進
士
・
藤
見
塘
）

と
と
も
に
詩
に
優
れ
、
「
綿
州
の
三
李
」
と
称
さ
れ
た
。
現
存
す
る
著
作
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

『
師
竹
斎
集
廓
一
四
巻
、
『
使
琉
球
記
㎏
六
巻
が
あ
る
。

　
彼
は
柳
得
恭
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
朝
鮮
人
士
と
交
流
を
持
っ
た
が
、

そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
従
兄
声
調
元
と
、
柳
得
恭
の
叔
父
柳
琴
の
出
会
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い
で
あ
る
。
柳
琴
は
柳
腰
恭
等
四
入
の
詩
才
を
認
め
、
彼
等
の
詩
を
編
纂
し

て
『
巾
街
集
』
と
名
づ
け
、
乾
隆
四
一
年
（
一
七
七
六
）
一
一
月
に
漢
城
を

出
発
し
た
進
賀
兼
謝
恩
使
に
随
行
し
た
際
に
こ
れ
を
持
参
し
、
清
人
に
序
文

を
依
頼
し
よ
う
と
し
た
。
た
ま
た
ま
琉
璃
廠
の
書
騨
に
て
吏
部
員
外
郎
李
調

元
の
『
輿
東
皇
華
集
』
を
読
み
そ
の
詩
才
を
認
め
た
柳
琴
は
、
年
が
明
け
て

正
月
に
紹
介
状
も
な
く
彼
の
家
を
突
然
訪
ね
、
『
巾
宿
割
融
の
序
文
を
依
頼

し
た
。
服
装
も
異
な
り
、
番
葉
も
通
じ
な
い
外
国
人
の
訪
問
に
驚
い
た
李
調

元
で
あ
っ
た
が
、
筆
談
を
通
し
て
彼
が
朝
賀
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
朝
鮮
使

節
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
そ
の
訪
問
を
喜
び
、
直
ち
に
序
文
を
書
い
た
。
そ

の
中
で
、
柳
得
率
等
を
「
四
家
」
と
称
し
た
こ
と
が
、
後
に
彼
等
が
「
四
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

選
入
」
と
呼
ば
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
友
人
の
溢
庭
働
に
も
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

っ
て
序
文
を
書
か
せ
、
全
て
の
詩
に
詳
細
な
評
を
付
し
た
。
柳
琴
は
ま
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
際
李
鼎
元
と
も
知
り
合
い
、
交
流
を
深
め
た
。

　
そ
の
翌
年
の
乾
隆
四
三
年
置
一
七
七
八
）
に
、
李
徳
愁
と
朴
齊
家
は
燕
行

使
節
に
随
行
し
て
北
京
に
行
く
。
当
時
李
調
元
は
広
東
学
政
と
し
て
地
方
に

出
て
お
り
北
京
に
は
居
な
か
っ
た
が
、
丁
度
進
士
に
合
格
し
庶
吉
士
に
任
じ

ら
れ
て
い
た
李
鼎
元
及
び
潜
庭
箔
と
頻
繁
に
筆
談
を
行
い
、
交
友
を
深
め
た
。

ま
た
、
李
鼎
売
の
弟
李
験
光
や
李
調
元
の
幼
馴
染
の
唐
楽
宇
、
詩
人
三
徳
麟
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

金
石
学
者
野
心
醇
な
ど
と
交
流
し
、
琉
璃
廠
に
通
っ
て
訪
書
に
力
を
い
れ
た
。

今
回
の
兼
行
に
際
し
、
李
留
置
と
無
難
家
は
柳
得
恭
の
『
二
十
～
都
懐
古

詩
』
を
持
参
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
読
ん
だ
播
庭
笏
は
激
賞
し
、
李
鼎
元
は

　
　
　
　
⑨

詩
を
題
し
た
。
朴
話
芸
は
帰
国
す
る
と
、
直
ち
に
燕
行
の
経
験
を
も
と
に

咽
北
学
議
幽
を
書
い
て
朝
鮮
の
制
度
改
革
、
技
術
改
革
の
必
要
性
を
説
い
た
。

そ
の
翌
年
に
李
徳
愁
・
柳
得
恭
・
徐
理
事
と
と
も
に
、
下
穿
に
よ
っ
て
章
章

閣
の
聖
書
窟
に
抜
擢
さ
れ
る
。

　
朴
本
家
が
二
回
目
の
燕
行
を
果
た
し
た
の
は
、
乾
隆
五
五
年
（
～
七
九

〇
）
の
乾
隆
帝
の
八
旬
万
寿
節
を
祝
う
た
め
の
使
節
で
、
今
回
は
心
得
恭
も

随
行
し
た
。
今
回
の
即
行
で
は
、
旧
知
の
弁
理
元
・
竃
元
兄
弟
や
溢
庭
笥
だ

け
で
は
な
く
、
新
た
に
、
四
庫
全
書
総
纂
官
で
あ
っ
た
筆
下
や
考
証
学
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

家
孫
星
術
、
若
き
日
の
院
一
声
な
ど
、
数
多
く
の
学
者
と
交
流
し
た
。

　
馬
鐸
恭
の
こ
の
際
の
燕
行
録
で
あ
る
『
耳
近
録
舳
に
は
「
李
墨
荘
見
舞
二

太
史
」
と
い
う
詩
と
注
が
含
ま
れ
て
お
り
、
土
市
恭
と
李
鼎
元
と
の
交
友
の

一
端
を
知
る
事
が
で
き
る
。
柳
得
恭
は
李
鼎
元
・
騨
元
兄
弟
に
つ
い
て
「
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

余
年
来
便
り
を
交
わ
し
て
お
り
、
天
涯
の
旧
識
で
あ
る
。
」
と
記
す
よ
う
に
、

実
際
に
会
う
以
前
か
ら
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
二
人
に
長

年
に
渡
る
親
し
い
関
係
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
『
燕
峯
再
游
録
』
で
の
問

答
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

①
噸
漢
陽
録
幅
は
鋼
名
呪
熱
河
紀
行
詩
注
㎞
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
『
灘
陽

　
録
㎞
と
『
熱
河
紀
行
別
注
』
の
間
に
は
、
互
い
に
見
ら
れ
な
い
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
詩
の
み
編
纂
さ
れ
た
『
熱
河
紀
行
詩
』
も
存
在
す
る
。
テ
キ
ス
ト
の
差
異
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に
つ
い
て
詳
細
は
、
王
無
漏
¶
乾
嘉
時
代
柳
得
得
的
申
国
紀
行
一
恰
佛
燕
京
図

　
書
館
所
蔵
抄
本
《
冷
齋
詩
集
》
研
究
」
（
『
袖
中
東
海
一
編
開
　
域
外
文
献
与
清
代

　
社
会
史
研
究
論
稿
』
、
上
海
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
二
〇
〇

　
八
年
）
参
照
。

②
枷
得
恭
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
宋
擦
筆
『
柳
得
恭
潮
詩
文
學
研
究
（
柳
得
恭

　
の
詩
文
学
研
単
二
（
ソ
ウ
ル
、
太
学
理
、
一
九
八
五
年
）
、
翼
壁
豪
「
堪
号
潮
。
司
「

　
馬
刀
－
柳
得
恭
（
韓
国
の
歴
史
家
i
柳
追
窮
）
」
（
州
韓
国
史
市
民
講
座
』
　
一

　
二
、
ソ
ウ
ル
、
一
等
閣
、
一
九
九
三
年
）
、
金
栄
鎮
「
。
T
号
ユ
。
到
想
引
外
皿
。
π
、

　
年
譜
（
柳
得
手
の
生
涯
と
交
遊
、
年
譜
）
」
（
噌
大
東
漢
文
学
』
二
七
、
二
〇
〇
七

　
年
）
、
安
大
会
・
王
姦
裾
「
㎎
燕
毫
再
游
録
』
」
翌
旦
大
学
・
諸
等
館
大
学
編
㎎
韓

　
国
漢
文
海
賦
文
献
憲
章
』
巻
二
五
（
上
海
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）

　
等
参
照
。

③
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
首
、
職
名
（
石
家
荘
、
河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇

　
〇
〇
年
）
。

④
李
鼎
元
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
、
註
⑧
夫
馬
編
著
所
収
、
村
尾
進

　
「
李
鼎
元
遡
使
琉
球
記
伽
解
題
」
及
び
曽
燥
棋
「
使
琉
球
冊
封
正
使
趙
文
応
・
副

　
論
義
鼎
元
に
つ
い
て
」
（
『
清
代
使
琉
球
冊
封
使
の
研
究
』
、
椿
樹
書
林
、
二
〇
〇

　
五
年
）
参
照
。
『
縞
綜
集
』
（
ソ
ウ
ル
、
李
佑
成
編
『
楚
亭
全
集
　
中
綿
距
細
距
文

　
化
工
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
れ
ば
李
鼎
元
は
乾
隆
己
巴
（
一
四
）
年
生
ま
れ
で
朴

　
齊
家
と
同
い
年
で
あ
る
。
な
お
、
先
行
研
究
で
は
乾
隆
二
五
年
の
挙
人
と
な
っ
て

　
い
る
が
、
嘉
慶
『
四
川
通
志
㎞
（
『
中
国
地
方
志
集
成
　
四
川
』
、
南
京
、
鳳
風
出

　
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
巻
＝
一
九
、
選
挙
志
八
、
挙
人
五
に
よ
れ
ば
乾
隆
三
五
年

　
で
あ
り
、
こ
ち
ら
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
彼
は
一
七
六
五
年
に
鴬
野
し
、
北
学
派
の
は
し
り
と
な
っ
た
洪
大
容
と
交
流
し

　
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
、
は
じ
め
に
、
註
③
夫
食
著
書
収
録
コ

　
七
六
五
年
洪
大
容
の
燕
行
と
～
七
六
四
年
朝
鮮
通
信
使
一
両
者
が
体
験
し
た
中

　
国
・
日
本
の
「
情
」
を
中
心
に
…
」
参
照
。

⑥
藤
塚
鄭
著
、
藤
塚
明
直
楓
川
清
朝
文
化
東
伝
の
研
究
I
I
嘉
慶
・
道
光
学
壇
と

　
李
朝
の
金
院
堂
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）
二
四
頁
、
孫
衛
国
「
清
嘉
慶

　
時
期
中
朝
導
入
学
術
交
誼
一
事
朝
鮮
《
単
記
巾
術
集
》
藤
西
伝
清
朝
及
其
関
渉

　
之
人
交
往
為
中
心
」
（
『
明
清
時
期
中
国
史
学
対
朝
鮮
的
影
響
－
兼
論
両
国
学
術

　
交
流
与
海
外
漢
学
』
、
上
海
、
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
、
金
側
朝
「
1

　
8
補
7
1
阜
峨
韓
中
文
入
交
遊
門
経
調
元
（
1
8
世
紀
後
半
韓
中
文
人
交
遊
と
李

　
調
元
ご
（
欄
韓
国
学
論
集
㎞
五
一
、
藩
邸
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。
鄭
眠
氏
は
、

　
柳
町
と
門
司
元
が
進
賀
行
事
の
際
に
会
っ
て
お
り
、
文
章
を
劇
的
に
す
る
た
め
に
、

　
李
調
元
が
柳
葉
が
自
宅
を
訪
問
し
た
際
に
初
め
て
会
っ
た
よ
う
に
尊
し
た
と
指
摘

　
す
る
。
ま
た
、
三
尊
の
話
調
元
宅
へ
の
訪
問
は
、
単
に
序
文
を
求
め
る
た
め
で
は

　
な
く
、
正
祖
が
購
入
を
指
示
し
て
い
た
『
古
今
図
轡
集
成
』
の
購
入
と
関
係
す
る

　
と
推
測
し
て
い
る
。
鄭
眠
『
1
8
翔
7
1
選
誉
刃
剤
勉
潮
ロ
τ
朔
号
尋
号
一
瞬
司
三

　
越
階
三
極
普
叫
刈
魁
せ
竿
勾
埜
升
遺
酒
番
（
1
8
世
紀
韓
中
知
識
人
の
文
芸
共

　
和
国
一
ハ
ー
バ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
図
書
館
で
出
会
っ
た
藤
塚
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
』

　
（
披
州
、
ロ
τ
叫
暑
司
、
二
〇
一
四
年
）
二
七
ニ
ー
二
八
二
頁
参
照
。

⑦
柳
琴
の
李
調
元
訪
問
に
際
し
て
は
、
経
緯
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
三
鼎
元
が

　
何
ら
か
の
関
与
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
註
⑥
鄭
眠
前
掲
著
書
、
二
九
八
⊥
二

　
〇
〇
頁
参
照
。

⑧
交
流
の
詳
細
は
碑
面
愁
『
青
荘
館
全
書
』
（
ソ
ウ
ル
、
ソ
ウ
ル
大
学
古
典
刊
行

　
会
、
一
九
六
六
年
）
下
、
巻
六
七
、
入
叩
頭
参
照
。

⑨
註
⑥
藤
塚
著
書
、
二
五
頁
。

⑩
註
⑥
藤
塚
著
書
、
三
五
－
四
一
頁
。

⑪
巻
二
、
李
墨
荘
見
塘
二
太
史
「
十
重
年
来
信
息
相
聞
、
天
涯
旧
識
也
。
」
「
古
芸

　
書
屋
蔵
」
の
版
心
の
あ
る
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
魍
灘
陽
録
㎞
（
羽
尋
古

　
N
O
。
嵩
山
O
）
に
基
づ
く
。
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第
二
章
　
李
鼎
元
と
歴
代
冊
封
使
の
波
上
寺
銘
文
に
対
す
る
考
証

、
李
鼎
元
の
琉
球
冊
封
使
行

　
乾
隆
五
九
年
（
一
七
九
四
）
に
琉
球
国
正
記
号
が
麗
じ
後
を
継
い
だ
世
孫

の
尚
温
は
、
服
喪
期
間
を
終
え
る
と
請
三
聖
を
送
り
冊
封
を
請
う
た
。
清
は

嘉
慶
四
年
（
一
七
九
九
）
に
冊
封
使
の
人
選
を
行
い
、
八
月
に
正
使
に
趙
文

楷
、
副
使
に
李
鼎
元
が
選
ば
れ
た
。
二
人
は
翌
嘉
慶
五
年
（
一
八
○
○
）
二

月
に
北
京
を
出
発
し
、
閏
四
月
に
福
州
に
到
着
、
五
月
に
出
港
し
て
琉
球
に

到
着
し
、
七
月
に
尚
温
を
冊
封
、
皿
○
月
ま
で
滞
在
し
て
＝
月
に
福
州
に

帰
着
し
た
。

　
琉
球
へ
の
冊
封
は
、
往
路
は
夏
至
以
降
の
南
西
の
風
を
利
用
し
て
福
州
を

出
発
し
、
復
路
に
は
冬
至
以
降
の
東
北
風
を
利
用
し
て
帰
還
す
る
。
そ
の
た

め
、
四
－
五
ヵ
月
程
度
は
滞
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
諭
祭
や
柵
封
が

終
わ
る
と
特
に
す
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
考
証
学
の
時
代
を
生

き
る
清
朝
知
識
人
で
あ
る
冊
封
使
に
と
っ
て
研
究
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
り
、
歴
代
禰
封
使
の
多
く
は
使
琉
球
録
を
作
成
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
李
鼎
元
は
日
記
体
の
『
使
琉
球
記
騙
六
巻
や
、
多
く
の
詩
を
書
い
て
お
り
、

そ
の
冊
封
使
行
に
つ
い
て
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
ひ
と
つ
前
の

冊
封
使
で
あ
り
『
琉
球
国
志
略
臨
の
著
者
周
煙
は
、
同
じ
四
川
出
身
の
先
鷲

で
あ
り
、
屠
封
使
に
任
命
さ
れ
る
と
真
っ
先
に
『
琉
球
国
志
略
隔
を
入
手
し

て
い
る
。
李
鼎
発
は
、
自
身
の
観
察
や
琉
球
人
士
か
ら
得
た
情
報
に
よ
っ
て

今
ま
で
の
使
琉
球
録
の
誤
り
を
正
す
ほ
か
、
琉
球
の
風
俗
や
動
植
物
に
つ
い

て
詳
し
く
記
し
て
お
り
、
使
琉
球
録
の
出
色
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
注
匿
さ
れ
る
の
は
、
『
球
雅
㎏
と
い
う
、
『
爾
雅
騙
に
倣
っ
た
漢
琉
辞

書
の
作
成
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
琉
球
の
襲
用
、
風
俗
を
採
訪
し

た
も
の
の
、
す
で
に
『
琉
球
国
志
略
』
に
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
琉
球
の

言
葉
だ
け
は
ま
だ
十
分
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
尚
温
に
依
頼
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

難
文
鳳
な
ど
五
人
の
琉
球
人
の
協
力
を
得
て
『
球
雅
』
を
編
纂
し
た
。
だ
が
、

彼
が
琉
球
滞
在
中
に
心
血
を
注
い
で
作
成
し
た
『
球
雅
㎞
は
、
そ
の
後
行
方

が
杳
と
し
て
知
れ
ず
、
長
い
間
幻
の
書
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
申
、
丁
鋒
氏
が
北
京
図
書
館
所
蔵
の
翁
樹
箆
に
よ
る
紗
本

開
琉
球
訳
』
が
、
そ
の
『
球
雅
』
で
は
な
い
か
と
の
説
を
提
示
し
た
。
『
琉

球
訳
』
は
訳
音
、
訳
訓
、
訳
言
、
訳
業
、
荒
地
、
訳
人
、
訳
数
、
田
楽
、
訳

書
、
訳
器
、
訳
山
、
二
水
、
海
草
、
泥
木
、
訳
本
、
会
津
、
訳
鳥
、
群
婚
、

訳
畜
の
十
九
門
か
ら
な
っ
て
お
り
、
『
爾
雅
舳
の
体
裁
に
似
て
い
る
こ
と
や
、

『
使
琉
球
記
幅
内
の
魍
球
雅
騙
編
纂
の
記
録
に
符
合
す
る
特
徴
が
み
ら
れ
た

　
　
　
　
④

た
め
で
あ
る
。
そ
の
後
、
村
尾
進
氏
が
柳
樽
恭
『
燕
塁
再
游
録
騙
を
用
い
、

李
国
元
自
身
が
『
球
雅
瞳
か
ら
噸
琉
球
訳
』
に
タ
イ
ト
ル
を
改
め
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
⑤

明
ら
か
に
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
詳
細
な
記
録
を
残
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
『
琉
球
訳
』
を

作
成
し
た
こ
と
か
ら
、
李
鼎
元
と
そ
の
『
使
琉
球
記
幅
は
、
研
究
者
の
注
目

を
集
め
て
き
た
。
冊
封
行
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
を
参
考
に
さ
れ

　
⑥

た
い
。

二
、
波
上
寺
銘
文
に
つ
い
て
の
考
証

　
先
述
の
よ
う
に
、
羅
馬
氏
は
李
迫
出
が
『
使
琉
球
記
臨
内
で
行
っ
た
波
上

寺
銘
文
の
考
証
を
問
題
に
し
た
が
、
李
母
国
だ
け
で
は
な
く
歴
代
冊
封
使
が

考
証
を
行
い
、
発
展
さ
せ
て
き
た
。
本
節
で
は
、
夫
馬
氏
の
指
摘
す
る
、
李

鼎
元
を
含
め
た
歴
代
冊
封
使
の
波
上
寺
銘
文
の
考
証
の
問
題
点
を
確
認
し
た

い
。
駄
馬
氏
は
、
「
事
実
」
に
こ
だ
わ
る
精
緻
で
す
ぐ
れ
た
琉
球
研
究
を
し

え
た
清
朝
考
証
学
者
で
も
あ
っ
た
冊
封
経
た
ち
が
、
琉
球
を
覆
う
日
本
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
薄
々
感
じ
取
っ
て
い
な
が
ら
、
日
本
の
実
質
的
な
支
配
を
受
け
て
き
た
と

い
う
「
事
実
」
を
知
り
え
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
に
し
、
そ
の
例
と
し
て
波

上
寺
銘
文
の
考
証
を
取
り
上
げ
た
。

　
波
上
寺
の
厚
内
に
あ
る
銅
製
の
旛
（
御
幣
）
の
銘
文
に
最
初
に
着
目
し
た

の
は
、
康
煕
二
二
年
（
一
六
八
三
）
に
冊
封
正
使
と
し
て
や
っ
て
き
た
江
樹

で
あ
っ
た
。
彼
は
『
使
琉
球
雑
録
』
に
お
い
て
、
波
上
寺
の
銅
製
の
旛
の
銘

文
に
書
か
れ
た
「
元
和
二
年
壬
戌
」
の
六
字
に
つ
い
て
、
意
味
が
分
か
ら
な

い
、
と
述
べ
た
。
こ
こ
に
書
か
れ
た
「
元
和
」
と
は
日
本
の
年
号
で
あ
る
が
、

圧
揖
が
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
の
で
な
け
れ
ば
、
「
元
和
偏
は
中
国
で
は

後
漢
か
唐
代
の
年
号
し
か
な
く
、
そ
の
こ
ろ
は
琉
球
は
中
国
と
朝
貢
関
係
に

無
か
っ
た
た
め
、
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
元

和
」
が
日
本
年
号
で
あ
る
こ
と
を
見
破
っ
た
の
が
、
乾
隆
二
一
年
（
一
七
五

六
）
の
冊
封
副
使
周
焼
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
琉
球
国
志
略
騙
で
、
日
本
人
馬

場
信
武
の
『
八
卦
通
変
指
南
』
に
見
え
る
「
上
元
は
永
禄
七
年
甲
子
に
始
ま

り
、
元
和
九
年
三
里
に
終
わ
る
。
中
元
は
寛
永
元
年
甲
子
に
始
ま
り
、
天
和

三
年
癸
亥
に
終
わ
る
。
」
と
い
う
箇
所
を
引
用
し
、
コ
兀
和
」
と
は
日
本
年
号

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
計
算
す
れ
ば
元
和
北
風
と
は
元
和
八
年
（
一
六
二

二
）
に
あ
た
り
、
江
揖
が
「
二
年
」
と
し
た
の
は
、
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し

た
。
そ
の
後
、
嘉
慶
五
年
（
～
八
○
○
）
に
や
っ
て
き
た
李
鼎
元
は
、
『
使

琉
球
記
撫
の
中
で
、
従
客
か
ら
波
上
寺
銘
文
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
た
際
、

周
燵
の
考
証
を
も
と
に
馬
場
の
『
八
卦
通
変
指
南
』
の
記
述
に
欝
及
し
た
後
、

「
琉
球
国
で
は
寛
永
銭
が
流
通
し
て
い
る
う
え
に
、
元
和
と
い
う
日
本
惜
号

を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
琉
球
が
む
か
し
か
つ
て
日
本
に
臣
属
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
今
、
こ
れ
を
言
う
の
を
避
け
て
い
る
の
だ
。
」
と

　
　
⑧

述
べ
た
。

　
夫
馬
氏
は
、
波
上
寺
銘
文
は
正
し
く
は
「
天
和
二
年
壬
戌
」
と
す
べ
き
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
ろ
を
、
注
揖
が
「
元
和
二
年
壬
戌
」
と
誤
っ
た
と
の
原
田
禺
雄
氏
の
解
釈

に
対
し
て
同
意
し
、
干
支
の
世
界
で
生
き
て
い
た
当
時
の
知
識
人
が
、
馬
場
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の
『
八
卦
通
変
指
南
繍
に
「
天
和
三
年
癸
亥
」
と
あ
る
の
を
引
用
し
て
お
き

な
が
ら
、
癸
亥
の
前
年
が
天
和
二
年
壬
戌
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
な
い

点
に
疑
問
を
呈
し
た
。
も
し
「
元
和
八
年
壬
戌
」
の
誤
記
で
あ
る
な
ら
ば
、

明
末
の
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
に
な
る
が
、
「
天
和
二
年
置
戌
」
の
誤
記

で
あ
る
と
し
た
場
合
、
清
の
康
煕
二
一
年
（
一
六
八
二
）
に
あ
た
る
。
つ
ま

り
康
煕
二
年
（
一
六
六
三
）
に
冊
封
し
て
以
降
、
宗
主
国
で
あ
る
清
が
、
琉

球
が
日
本
の
服
属
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
全
く
知
ら
ず
に
冊
封
し
つ
づ
け
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
夫
馬
氏
は
、
冊
封
射
た
ち
が
「
事
実
漏
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

事
を
慎
重
に
避
け
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　
特
に
弓
馬
氏
が
注
目
す
る
の
が
李
貸
元
の
記
述
で
あ
り
、
注
意
す
べ
き
点

と
し
て
二
点
を
挙
げ
る
。
一
つ
は
、
「
琉
球
が
む
か
し
か
つ
て
日
本
に
臣
属

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
知
琉
球
薔
曽
臣
鵬
日
本
。
）
」
と
、
「
薔
曽
」
と

過
去
を
示
す
副
詞
を
わ
ざ
わ
ざ
重
ね
て
用
い
、
あ
く
ま
で
過
去
の
こ
と
と
し

て
処
理
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
う
…
つ
は
、
「
今
、
こ
れ
を
言
う
の
を
避

け
て
い
る
の
だ
。
（
今
誰
署
之
ム
矢
。
）
」
と
い
う
一
文
に
つ
い
て
、
常
識
的
に

は
、
琉
球
人
が
日
本
に
服
属
し
て
い
た
こ
と
を
別
口
う
の
を
避
け
て
い
る
と
解

釈
す
べ
き
で
あ
る
が
、
「
自
分
も
今
、
こ
れ
を
言
う
の
を
避
け
て
い
る
の
だ
扁

と
、
言
外
に
意
味
し
て
い
る
と
も
取
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
か
つ
て
琉
球

が
日
本
に
臣
属
し
て
い
た
と
認
め
た
場
合
、
い
っ
か
ら
日
本
の
臣
属
を
離
れ

た
の
か
と
い
う
問
題
が
生
ま
れ
る
が
、
李
鼎
元
が
「
こ
れ
を
言
う
の
を
避
け

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
い
る
」
た
め
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
歴
代
冊
封
使
の
波
上
寺
銘
文
の
考
証
に
は
、
琉
球
が
日
本
に

属
し
て
い
る
と
い
う
「
事
実
」
を
知
る
こ
と
を
避
け
た
と
思
わ
れ
る
点
が
見

ら
れ
る
。
次
章
で
は
、
柳
得
票
の
『
八
二
再
游
録
』
を
用
い
、
李
鼎
元
の
実

際
の
認
識
を
検
討
し
よ
う
。

①
は
じ
め
に
、
註
③
夫
馬
著
書
所
収
「
使
琉
球
録
と
使
朝
鮮
録
臨
写
五
二
－
五
五

　
四
頁
参
照
。

②
本
書
に
は
原
田
禺
雄
氏
に
よ
る
訳
注
が
あ
る
。
原
田
禺
雄
訳
注
門
二
王
元
『
使

　
琉
球
記
鵠
、
格
樹
轡
林
、
二
〇
〇
七
年
。
本
書
に
は
嘉
慶
七
年
序
の
師
竹
齋
原
刊

　
本
も
影
印
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
用
い
た
。

③
『
使
琉
球
記
』
五
月
二
九
日
、
お
よ
び
三
〇
日
。
編
纂
過
程
に
つ
い
て
は
、
林

　
慶
勲
「
下
層
元
撰
述
琉
球
華
語
研
究
」
（
『
政
大
中
文
学
報
』
＝
二
期
、
台
北
、
二

　
〇
一
〇
年
）
参
照
。

④
丁
年
「
m
琉
球
訳
」
解
題
、
校
了
与
附
録
凡
例
」
（
『
球
雅
集
…
漢
語
論
稿
及

　
琉
漢
対
音
新
資
料
㎞
好
文
出
版
、
一
九
九
八
年
）
、
お
よ
び
同
氏
「
清
李
鼎
元

　
《
琉
球
訳
》
所
収
寄
語
的
漢
語
対
音
漏
（
『
玉
里
琉
漢
対
音
戸
明
清
官
話
音
研
究
馳
、

　
北
京
、
中
華
三
局
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

⑤
村
尾
進
罵
球
雅
』
の
行
方
－
李
鼎
元
の
『
琉
球
訳
』
と
清
朝
考
証
学
」

　
（
一
号
洋
史
研
究
㎞
五
九
（
一
）
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。
た
だ
し
村
尾
氏
は
『
遼

　
海
叢
書
』
所
収
の
『
燕
盗
再
游
録
h
を
用
い
て
い
る
た
め
、
再
検
討
が
必
要
な
部

　
分
も
あ
る
。

⑥
第
一
章
註
④
村
尾
論
考
、
曽
論
考
、
及
び
≦
。
冨
色
憲
房
億
讐
ω
鋳
貯
p
。
「
四
．
．

　
即
ω
軍
ヨ
貯
Q
蔓
。
。
8
身
O
h
夢
①
器
8
a
o
h
け
冨
ヨ
陣
ω
ω
δ
コ
8
い
ξ
O
ぎ
貯
σ
く
二

　
↓
ぎ
⑰
q
－
鴫
養
部
．
．
（
『
第
三
眉
中
帯
歴
史
関
係
国
際
学
術
會
議
論
文
集
』
、
台
北
、
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九
九
一
年
）
、
上
里
賢
一
「
冊
封
使
の
詠
ん
だ
琉
球
一
趙
文
楷
と
李
鼎
元
を
中

　
心
に
」
（
『
第
四
圓
華
中
歴
史
関
係
国
際
学
術
会
議
論
文
三
無
琉
球
中
国
関
係
国
際

　
学
術
会
議
、
一
九
九
三
年
）
、
徐
玉
虎
「
清
柵
琉
使
李
鼎
元
著
述
選
存
琉
球
考
」

　
（
『
国
立
政
治
大
学
歴
史
学
報
㎞
　
一
二
、
台
北
、
　
九
九
五
年
）
、
郡
愛
謹
・
高
換

　
埣
「
清
気
の
冊
封
重
文
借
・
李
三
元
の
琉
球
で
の
冊
封
活
動
に
関
す
る
試
論
」

　
（
『
第
四
回
琉
球
・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』
、
一
九
九
九

　
年
）
、
林
慶
勲
「
清
代
冊
封
二
二
李
引
上
的
琉
球
文
化
行
脚
」
（
国
立
台
湾
師
範
大

　
学
国
文
学
系
主
編
『
紀
念
瑞
安
林
サ
教
授
百
歳
誕
辰
学
術
研
討
会
論
文
集
（
上
）
』
、

　
台
北
、
文
史
哲
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
置
、
鉦
鼓
亨
「
手
代
中
葉
古
典
海
洋
詩
歌

　
驚
探
　
以
嘉
慶
五
年
琉
球
冊
封
使
趙
文
楷
、
李
鼎
元
的
海
洋
経
験
為
中
心
的
考

　
察
し
（
門
海
洋
文
化
学
刊
㎞
第
八
期
、
基
隆
、
エ
○
～
○
年
）
参
照
。

⑦
た
と
え
ば
、
徐
猿
縛
『
中
山
罫
引
録
』
、
詳
論
㎎
琉
球
国
志
略
鋤
で
は
、
万
暦

　
三
七
年
に
琉
球
が
目
本
の
兵
三
千
入
の
侵
略
を
受
け
、
国
王
が
囚
わ
れ
た
こ
と
や
、

　
日
本
の
寛
永
通
宝
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
、
ま
た
徐
裸
光
は
、
琉
球
で
用

　
い
ら
れ
て
い
る
文
字
は
日
本
の
型
込
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
は
じ
め
に
、

　
註
⑧
夫
馬
論
考
、
■
W
頁
参
照
。

⑧
は
じ
め
に
、
註
⑧
夫
馬
論
考
、
，
W
」
田
頁
参
照
。

⑨
原
田
禺
雄
『
注
揖
冊
封
琉
球
使
録
三
篇
』
（
三
二
書
林
、
一
九
九
七
年
）
、
六

　
八
頁
参
照
。
よ
り
詳
し
く
は
、
同
氏
「
波
上
の
ご
神
体
」
（
魍
冊
封
使
録
か
ら
み
た

　
琉
球
』
、
梼
樹
香
林
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
七
年
）
。

⑩
は
じ
め
に
、
註
⑧
夫
馬
論
考
、
噸
頁
参
照
。

⑪
～
九
世
紀
中
葉
の
考
証
学
二
三
正
鰹
も
、
同
様
の
結
論
に
い
た
り
な
が
ら
琉
球

　
が
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
の
臣
属
か
ら
離
れ
た
の
か
、
一
切
考
証
し
て

　
い
な
い
。
は
じ
め
に
、
註
③
夫
馬
論
考
、
一
一
五
頁
、
お
よ
び
、
は
じ
め
に
、
註

　
⑧
夫
馬
論
考
、
瞬
頁
参
照
。

第
三
章
　
樽
得
恭
と
李
鼎
元
の
琉
球
に
関
す
る
問
答

　
嘉
慶
六
年
（
一
八
〇
一
）
四
月
、
声
高
恭
と
暗
算
家
は
北
京
に
や
っ
て
き

た
。
智
徳
恭
は
二
回
目
、
朴
齊
家
は
三
回
図
の
運
行
で
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
、

旨
旨
元
が
琉
球
国
王
の
冊
封
を
終
え
、
北
京
に
帰
還
し
た
後
の
こ
と
で
あ
っ

た
。　

今
回
の
燕
行
で
は
、
柳
蔭
恭
は
魍
燕
壷
再
游
録
臨
を
残
し
て
い
る
が
、
朴

三
家
は
燕
行
録
を
残
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
息
子
で
あ
る
建
長
醜
が
、

父
と
清
朝
人
士
と
の
交
流
に
関
す
る
記
録
を
集
め
て
編
纂
し
た
『
三
廻
集
』

が
あ
り
、
一
部
に
朴
齊
家
が
行
っ
た
筆
談
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
柳
得
恭
の

『
燕
肇
再
游
録
騙
は
、
清
朝
人
士
と
の
問
答
に
主
眼
を
櫨
い
た
た
め
か
、
同

行
の
朝
鮮
入
に
対
す
る
欝
及
が
な
い
。
だ
が
、
通
女
恭
が
『
強
豪
再
游
録
隔

で
言
及
し
た
北
京
で
交
流
し
た
清
人
の
半
数
は
、
『
縞
二
言
』
の
中
に
登
場

す
る
。
そ
の
た
め
、
柳
得
恭
と
朴
齊
家
は
行
動
の
多
く
を
と
も
に
し
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る
。

　
今
圓
の
燕
行
で
、
柳
得
恭
は
朱
子
の
善
本
を
購
入
す
る
こ
と
を
A
叩
じ
ら
れ

　
　
①

て
い
た
。
二
月
一
五
日
に
漢
城
を
出
発
し
四
月
一
日
に
北
京
に
到
着
す
る
と
、

柳
得
恭
と
朴
齊
家
は
瀬
田
直
ぐ
に
、
旧
知
の
礼
部
尚
書
で
あ
る
紀
駒
の
元
を

訪
ね
た
。
そ
こ
で
現
在
朱
子
の
善
本
が
ほ
と
ん
ど
売
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
や
、
李
調
光
の
官
を
辞
し
た
後
の
成
都
で
の
暮
ら
し
、
門
人
で
あ
る
李
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朧
元
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
と
と
も
に
、
実
景
元
が
す
で
に
琉
球
国
王
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

冊
封
か
ら
帰
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
そ
の
後
二
入
は
李
鼎
元
を
訪
ね
た
。
季
鼎
元
は
朴
齊
家
に
嘉
慶
四
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

付
け
で
来
年
琉
球
に
使
節
と
し
て
赴
く
こ
と
を
違
警
で
伝
え
て
お
り
、
李
鼎

光
が
琉
球
に
行
っ
て
き
た
こ
と
を
、
北
京
に
来
る
前
か
ら
二
人
は
知
っ
て
い

た
。
外
国
に
対
し
て
開
明
的
な
北
学
派
の
彼
ら
は
、
琉
球
に
も
高
い
関
心
を

持
っ
て
お
り
、
特
に
柳
得
恭
は
、
導
爆
『
琉
球
国
志
略
幅
を
読
ん
で
著
作
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

中
で
も
言
及
や
引
用
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
七
九
四
年
に
済
州
島
に
漂

着
し
た
琉
球
人
を
、
正
祖
の
決
断
に
よ
り
約
二
百
年
ぶ
り
に
清
を
経
由
し
て

　
　
　
　
　
　
　
⑥

陸
路
送
還
し
た
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
冊
封
使
と

し
て
琉
球
か
ら
帰
っ
て
き
た
長
年
の
友
人
で
あ
る
李
鼎
元
の
見
聞
に
は
、
二

人
と
も
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
柳
得
恭
は

李
鼎
元
に
会
う
と
、
李
蒸
発
の
安
否
を
尋
ね
た
後
に
、
す
ぐ
に
冊
封
苦
行
の

　
　
　
　
　
　
　
⑦

こ
と
を
尋
ね
て
い
る
。

　
こ
の
際
の
や
り
取
り
を
、
予
言
恭
の
手
稿
本
と
さ
れ
る
韓
国
国
立
中
央
図

書
館
本
『
燕
壷
再
認
録
』
（
聾
貴
古
朝
9
0
－
4
、
『
冷
齋
書
種
溜
男
三
冊
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

収
録
）
に
基
づ
い
て
見
て
い
こ
う
。
こ
の
本
に
は
書
き
込
み
や
塗
り
つ
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
削
除
し
た
部
分
が
あ
る
た
め
、
文
章
の
推
敲
の
様
子
が
分
か
る
。
柳
得
恭

と
李
鼎
元
の
も
と
も
と
の
や
り
と
り
を
知
る
上
で
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

　
正
使
が
誰
か
、
琉
球
ま
で
の
距
離
や
渡
航
時
の
経
験
、
琉
球
の
風
俗
衣
章

の
問
答
の
後
、
斗
帳
恭
は
李
忌
辰
に
以
下
の
よ
う
に
尋
ね
て
い
る
。

　
　
柳
得
恭
門
周
侍
講
の
『
琉
球
国
資
略
繍
の
よ
う
な
大
作
が
多
い
事
で
し

　
　
　
　
　
よ
う
。
」

　
　
李
野
土
「
こ
の
使
行
で
は
詩
三
百
余
首
、
使
録
一
書
の
他
、
『
琉
球
訳
㎏

　
　
　
　
　
…
書
、
上
下
二
巻
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
脱
稿
し
ま
し
た
。
詩

　
　
　
　
　
と
使
録
は
ま
だ
清
書
し
て
い
ま
せ
ん
。
」

　
　
書
誌
元
「
（
琉
球
に
）
渡
海
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
貴
国
の
文
献
を
得

　
　
　
　
　
て
｝
書
を
作
り
、
外
藩
の
第
　
位
と
し
た
い
で
す
。
」

　
　
柳
篭
恭
「
老
子
は
韓
非
子
と
同
じ
伝
に
立
伝
さ
れ
る
の
を
恥
じ
ま
す
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
李
鼎
元
は
大
笑
い
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
、
瓢
入
が
会
っ
た
当
時
、
す
で
に
『
琉
球
訳
臨
が
脱
稿
し
て
お

り
、
詩
集
と
『
使
琉
球
記
』
が
未
清
書
の
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
朝
鮮
に
つ
い
て
一
書
を
作
り
た
い
と
述
べ
る
雷
鳴
元
に
対
し
、
柳
得

恭
は
『
史
記
聴
で
同
伝
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
老
子
と
韓
非
子
に
擬
え
、
琉
球

と
同
じ
に
さ
れ
た
く
な
い
と
述
べ
る
と
、
李
鼎
元
は
大
笑
い
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
襟
や
料
理
に
話
題
が
行
っ
た
後
、
李
窯
元
の
ほ
う
か
ら
、
以
下
の

よ
う
に
切
り
出
し
た
。

　
　
李
鼎
元
「
貴
邦
は
か
つ
て
琉
球
と
通
商
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
に
間
隙

　
　
　
　
　
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
結
局
の
と
こ
ろ
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

　
　
　
　
　
か
。
」
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柳
得
恭
「
国
初
は
か
れ
（
琉
球
）
は
来
貢
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
来
て

　
　
　
い
ま
せ
ん
。
別
に
不
和
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

李
鼎
元
「
片
田
舎
に
あ
っ
て
小
さ
く
、
笑
う
べ
き
で
す
。
蛮

声
得
恭
「
か
れ
（
琉
球
）
は
倭
子
に
属
し
て
い
ま
す
。
万
暦
中
、

　
　
　
吉
が
そ
の
国
の
王
を
捕
ら
え
て
連
れ
去
り
ま
し
た
。
」

平
秀

市
章
元
「
か
れ
（
琉
球
）
は
倭
子
に
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、

　
　
　
　
　
そ
の
国
の
人
が
非
常
に
秘
密
に
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
書
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
　
　
　
入
れ
か
ね
ま
し
た
。
」

　
傍
線
部
分
は
、
噌
遼
海
叢
書
匝
本
で
脱
落
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
管
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
限
り
、
『
遼
海
叢
書
』
以
外
の
全
て
の
現
存
黒
本
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
甫
述
の
よ
う
に
夫
馬
進
氏
は
、
李
鼎
元
は
琉
球
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を

知
っ
て
い
た
が
、
柳
得
恭
に
直
接
的
に
尋
ね
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
た
め
、

中
国
の
冊
封
使
や
考
証
学
者
は
安
定
し
た
国
際
秩
序
を
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
琉
球
の
現
状
を
知
っ
て
い
て
も
公
言
し
た
り
そ
れ
以
上
間
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
は
い
け
な
か
っ
た
、
と
い
う
説
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、
史
料
の
傍
線
部

分
を
見
る
と
、
李
鼎
元
か
ら
朝
鮮
と
琉
球
の
関
係
を
尋
ね
ら
れ
た
際
に
柳
得

恭
は
、
「
か
れ
（
琉
球
）
は
倭
子
に
属
し
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
、
李
鼎
元
は

「
か
れ
（
琉
球
）
は
倭
子
に
属
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
現
在
琉
球
が
日
本
に

属
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
使
琉
球
記
臨
で
、
「
琉
球
が

む
か
し
か
つ
て
日
本
に
臣
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
」
と
過
去
の
こ
と

と
し
て
述
べ
て
い
た
の
と
は
全
く
違
う
認
識
を
、
李
軸
元
は
持
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
夫
主
意
が
指
摘
し
た
、
琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い
る

こ
と
を
過
去
の
こ
と
と
す
る
記
述
は
、
意
図
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ

こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
李
歯
元
は
現
在
琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
朝
鮮
人
で
あ
る
柳
得
恭
の
前
で

認
め
て
い
た
。
瓦
窯
恭
が
朝
鮮
と
琉
球
を
一
緒
に
し
て
ほ
し
く
な
い
と
述
べ

た
の
に
対
し
李
鼎
元
が
大
笑
い
し
た
の
は
、
琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
も
一
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
柳
得
恭
と
会
っ
た
時
点
で
は
ま
だ
稿
本
で
あ
り
、
こ
の
問
答
の

翌
年
で
あ
る
慕
慶
七
年
の
序
文
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
使
琉
球
記
』
で
は
、

琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
。
李
鼎
元
は
、
琉
球

人
が
必
死
に
隠
し
て
い
た
た
め
『
使
琉
球
記
』
に
は
書
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
今
後
我
々
は
、
李
鼎
元
が
何
を
書
き
、
何
を
書
か

な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
書
け
な
か
っ
た
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
注
意
す
べ
き
は
、
李
鼎
元
に
朝
鮮
と
琉
球
の
関
係
を
問
わ
れ
る
前
に
、

酒
を
強
く
勧
め
ら
れ
た
柳
得
恭
は
ジ
ョ
ー
ク
を
返
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際

＝
座
皆
大
笑
い
し
た
。
（
　
坐
皆
大
笑
。
）
」
と
場
が
沸
い
た
こ
と
を
記
し

て
お
り
、
こ
の
問
答
は
李
鼎
元
と
柳
葉
恭
、
朴
生
家
三
人
の
み
と
い
う
よ
り

は
、
他
に
も
人
が
居
る
場
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
限
定
さ
れ
た
場
で
は
あ
る
が
、
外
七
人
を
含
ん
だ
複
数
人
の
前
で
述
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べ
て
お
り
、
こ
の
場
に
居
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
既
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
、

そ
れ
を
冊
封
使
を
経
験
し
た
李
鼎
元
が
発
言
し
て
も
問
題
に
し
な
い
人
々
が

集
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
時
期
が
少
し
後
に
な
る
が
、
嘉
慶
一
五
年
（
文
化
七
年
、
一
八
一
〇
）
に

江
蘇
省
に
漂
着
し
た
薩
摩
漂
流
民
の
記
録
『
清
国
漂
流
図
嚇
に
よ
れ
ば
、
薩

摩
の
漂
流
民
が
江
南
の
商
店
主
と
筆
談
し
た
際
に
、
琉
球
と
の
貿
易
関
係
や
、

日
本
人
の
琉
球
居
住
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
知
ら
な
い
と
回
答
し
た
と
こ
ろ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

筆
談
者
側
は
「
嘘
を
つ
く
の
は
良
く
な
い
」
と
返
し
て
い
る
。
江
南
地
方
は

琉
球
使
節
が
朝
貢
時
に
往
来
す
る
地
で
あ
っ
た
。
琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い

る
と
ま
で
認
識
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
民
間
人
で
さ
え
、
琉
球
と

日
本
の
問
に
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

①
ま
た
、
当
時
起
き
て
い
た
白
蓮
教
徒
の
乱
の
情
報
収
集
も
命
じ
ら
れ
て
い
た
。

　
任
生
木
…
「
『
燕
壁
再
遊
録
』
朔
叶
叫
壮
柳
得
吊
革
中
国
認
識
研
究
1
『
熱

　
河
紀
行
詩
註
㎞
斗
釧
司
旦
暑
署
糾
司
一
（
『
燕
豪
再
遊
録
』
に
現
わ
れ
た
柳

　
得
恭
の
中
国
認
識
研
究
…
『
熱
河
紀
行
評
註
㎞
と
の
比
較
を
通
し
て
と
（
『
胡

　
号
司
皿
身
』
一
〇
四
、
ソ
ウ
ル
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

②
紀
胸
と
の
筆
談
は
、
問
答
の
順
番
や
量
は
違
え
ど
奇
妙
な
こ
と
に
よ
く
似
た
文

　
章
が
『
燕
墓
再
游
録
㎏
と
『
縞
綜
集
』
に
、
紀
吻
と
悲
風
恭
二
入
に
よ
る
筆
談
、

　
紀
陶
と
朴
齊
家
二
人
に
よ
る
筆
談
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
柳

　
竹
野
と
朴
齊
家
両
方
が
筆
談
を
残
し
て
い
る
相
手
と
し
て
は
、
他
に
李
鼎
元
・
陳

　
鰻
・
湊
江
が
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
談
内
容
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
紀
陶
と

　
の
筆
談
を
比
較
す
る
と
、
文
最
は
同
じ
程
度
で
あ
る
が
、
①
表
現
が
異
な
っ
た
り

　
発
言
者
が
異
な
る
部
分
が
あ
る
、
②
片
方
に
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
問
答
が
存

　
在
す
る
、
③
問
答
の
ト
ピ
ッ
ク
の
順
番
が
両
者
で
は
異
な
る
、
と
い
う
点
が
確
認

　
で
き
る
。
そ
の
た
め
こ
の
筆
談
を
史
料
と
し
て
用
い
る
に
当
っ
て
は
慎
重
な
検
討

　
が
必
要
で
あ
る
。

③
李
鼎
元
が
朴
齊
家
の
死
後
に
息
子
の
朴
長
醜
に
当
て
た
手
紙
で
は
、
琉
球
か
ら

　
の
帰
国
後
、
朴
当
家
と
梛
得
恭
に
琉
璃
廠
で
会
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
少
な

　
く
と
も
一
度
は
三
人
で
会
っ
て
い
る
（
『
縞
紆
集
』
下
、
李
鼎
元
、
附
小
感
）
。

④
『
引
落
集
』
下
、
李
鼎
元
、
次
修
先
生
。
確
認
は
で
き
な
い
が
、
柳
得
恭
に
も

　
手
紙
が
送
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

⑤
『
京
都
雑
志
』
（
京
城
、
朝
鮮
光
文
会
、
一
九
二
年
）
巻
二
、
歳
時
、
元
目

　
で
、
正
月
の
遊
び
で
あ
る
板
跳
び
が
琉
球
に
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
欄
琉
球

　
国
恥
略
』
を
用
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
清
・
日
本
・
安
南
・
琉
球
人
の
詩
を

　
集
め
た
『
並
世
集
』
（
一
七
九
六
年
序
、
韓
国
国
立
図
書
館
所
蔵
著
者
手
稿
本

　
『
冷
齋
三
種
㎏
（
妊
貴
一
朝
9
0
－
4
）
第
一
冊
所
収
）
巻
二
に
て
、
出
典
を
明

　
記
し
て
は
い
な
い
が
、
程
順
則
の
「
東
海
扁
（
正
し
く
は
「
東
海
朝
礒
扁
）
、
察
文

　
薄
「
呈
冊
封
天
使
」
の
詩
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
二
詩
は
『
琉
球
国
志
略
』
に
掲

　
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
琉
球
国
国

　
略
㎞
は
無
徳
愚
や
司
書
九
も
家
蔵
し
て
い
た
。
『
承
政
院
日
記
㎞
正
祖
二
十
年
六

　
月
｝
九
日
参
照
。

⑥
詳
細
は
、
は
じ
め
に
、
註
④
夫
馬
論
考
、
一
三
四
⊥
三
六
頁
参
照
。

⑦
な
お
、
『
縞
綜
集
睡
に
は
こ
の
燕
行
時
の
朴
齊
家
と
門
門
元
の
筆
談
が
収
録
さ

　
れ
て
い
る
が
、
琉
球
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

⑧
本
書
は
復
旦
大
学
文
史
研
究
院
・
成
均
館
大
学
東
亜
学
術
院
大
東
文
化
研
究
院

　
合
編
『
韓
国
漢
文
遊
行
文
献
選
編
臨
巻
二
五
に
影
印
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑨
版
心
下
部
に
「
古
芸
書
屋
扁
と
あ
り
、
柳
得
恭
の
号
の
ひ
と
つ
が
「
古
芸
堂
」

　
で
あ
る
た
め
、
全
て
が
親
筆
で
は
な
い
も
の
の
、
柳
得
恭
の
皆
無
の
編
集
下
で
作
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成
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
国
立
中
央
図
書
館
本
『
冷
奉
書
種
㎞
解
題
（
動

　
号
エ
旭
網
書
脅
昇
暑
刈
△
留
（
韓
国
古
典
籍
総
合
目
録
シ
ス
テ
ム
）
、
葺
6
＼
＼

　
≦
要
≦
謬
茜
。
．
す
＼
否
需
剛
ω
＼
ω
Φ
鴛
。
ミ
O
ぎ
刃
。
搾
b
9
穿
8
旨
Φ
《
翻
一
〇
一
＝
＄
㊤
。
。
俸
自
号
1

　
一
§
1
1
国
①
b
づ
ω
＞
O
国
O
じ
σ
∪
O
Q
じ
σ
国
㊦
O
b
σ
b
σ
Q
o
国
刈
》
○
○
〉
国
卸
p
。
¢
臼
O
H
圃
§
睡
問
司

　
》
刈
I
Q
。
ゆ
1
国
α
－
ゆ
図
1
㊤
β
閂
ρ
○
。
ど
＞
U
÷
1
閏
○
。
1
Φ
ど
O
メ
ニ
〇
一
六
年
五
月
二
二
日
ア

　
ク
セ
ス
）
参
照
。
筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
中
央
図
書
館
本
で
行
わ
れ
た

　
修
正
は
、
現
存
す
る
高
捲
藍
再
遊
録
㎞
諸
本
に
反
映
さ
れ
て
い
た
。
諸
本
の
関
係

　
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
。

⑩
問
「
想
多
大
作
如
周
侍
講
㎎
暑
㎞
。
」
答
「
此
行
有
詩
三
百
絵
首
、
使
録
一
書
外
、

　
有
『
琉
球
謬
㎞
｝
書
、
上
下
二
巻
。
已
脆
藁
。
藩
∵
興
廃
未
清
繊
。
」
墨
荘
日

　
「
吾
薪
渡
海
、
欲
得
貴
國
文
獣
勒
成
～
書
、
爲
外
藩
冠
冤
。
」
余
日
門
老
子
董
興

　
韓
非
同
傳
。
」
白
魚
大
笑
。

⑪
　
墨
曇
霞
「
貴
邦
曾
與
琉
球
通
商
、
後
成
手
。
今
究
如
何
。
」
余
日
「
國
初
伊
来

　
貢
。
今
不
来
。
別
無
嫌
隙
。
」
墨
荘
日
「
僻
小
可
笑
。
」
余
田
「
伊
厩
倭
子
。
萬
暦

　
中
、
平
秀
吉
架
他
國
王
去
。
」
墨
荘
日
「
伊
鵬
倭
子
。
此
事
、
其
証
人
甚
西
之
。

　
故
不
便
入
紀
夷
。
」

⑫
現
存
妙
本
と
遼
海
叢
書
本
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
詳
し
く
論
じ
る
。

⑬
は
じ
め
に
、
註
③
夫
馬
論
考
、
＝
六
よ
一
七
頁
。

⑭
李
鼎
元
の
琉
球
に
対
す
る
評
価
は
、
朝
鮮
に
比
べ
る
と
非
欝
に
低
い
。
『
使
琉

　
球
記
撫
七
月
二
三
日
で
は
、
「
こ
の
国
の
書
物
は
も
と
も
と
少
な
く
、
申
国
か
ら

　
購
入
す
る
も
の
も
多
く
な
い
。
そ
の
た
め
文
風
は
朝
鮮
に
及
ば
な
い
。
（
本
国
文

　
籍
固
少
、
即
購
自
中
國
美
里
不
多
。
故
文
風
雪
及
朝
鮮
。
と
と
述
べ
て
い
る
。
ま

　
た
、
紅
白
家
の
突
文
を
贈
っ
た
際
に
一
緒
に
朝
鮮
使
節
に
贈
っ
た
「
附
面
嶽
將
東

　
欝
　
詩
以
贈
之
　
井
求
指
政
」
（
『
縞
紛
集
』
下
、
李
鼎
元
）
で
は
、
「
（
琉
球
か

　
ら
）
帰
っ
て
き
て
朴
（
齊
家
）
と
柳
（
得
恭
）
に
会
い
、
中
山
の
醜
さ
を
話
し
つ

　
く
し
た
。
箕
子
は
め
ぐ
み
を
三
千
年
残
し
、
（
朝
鮮
の
）
教
化
は
外
藩
の
上
位
で

　
あ
る
と
い
う
こ
と
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
（
離
来
治
逢
朴
與
柳
、
爲
余
説
盤
中
山

　
醜
。
箕
子
遺
髪
三
千
秋
、
文
教
黒
色
外
藩
右
。
）
」
と
、
琉
球
を
非
常
に
低
く
、
反

　
対
に
、
朝
鮮
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。
数
十
年
来
朝
鮮
人
士
と
交
流
し
朝

　
鮮
を
高
く
評
価
し
て
き
た
こ
と
が
、
琉
球
に
対
す
る
低
い
評
価
に
も
つ
な
が
っ
て

　
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑮
日
華
楓
「
清
代
に
お
け
る
目
本
人
の
江
南
見
聞
－
薩
摩
船
の
漂
流
記
録

　
国
記
流
図
』
を
中
心
と
し
て
一
」
（
川
勝
博
士
記
念
論
集
刊
行
会
編
噸
川
勝

　
守
・
賢
亮
博
士
古
稀
記
念
　
東
方
学
論
集
螂
、
汲
古
書
院
、
二
〇
＝
二
年
）
八
四

　
二
－
八
四
三
頁
参
照
。

第
四
章
　
沈
黙
と
暗
示
1
『
使
琉
球
記
騙
と
『
琉
球
訳
臨

　
前
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
李
鼎
元
は
、
琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い
る
こ

と
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
冊
封
国
朝
鮮
の
使
者
で
も

あ
る
長
年
の
友
人
柳
得
恭
た
ち
の
前
で
認
め
て
い
た
。
当
時
の
江
南
の
一
商

入
も
、
琉
球
と
日
本
の
間
に
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い
る
こ
と
は
、
清
で
は
知
る
人
は
知
る
公
然

の
秘
密
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
清
の
申
で

公
轡
瀟
で
き
た
か
ど
う
か
と
は
、
ま
た
別
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
李

鼎
元
は
磯
使
琉
球
記
』
に
は
記
し
て
い
な
い
た
め
、
夫
馬
氏
が
指
摘
し
た
よ

う
に
、
や
は
り
公
言
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
乱
臣
元
は
、
柳
得
恭
か
ら
共
通
の
友
人
で
詩
人
と
し
て
有
名
な
翰
林
院
検

討
張
間
陶
が
来
な
い
理
由
を
問
わ
れ
た
際
、
「
人
の
多
く
は
「
私
交
之
議
」
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が
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
私
の
よ
う
な
も
の
は
功
名
富
貴
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

汲
々
と
し
な
い
の
で
、
天
に
任
せ
て
交
友
で
き
る
の
で
す
。
扁
と
述
べ
る
よ

う
に
、
外
国
入
で
あ
る
朝
鮮
人
と
付
き
合
う
こ
と
で
疑
惑
が
生
じ
る
か
も
し

れ
な
い
こ
と
を
気
に
し
な
い
、
名
利
に
揺
淡
と
し
た
と
こ
ろ
の
あ
る
人
間
だ

っ
た
。
朴
齊
家
は
彼
の
人
と
な
り
を
詩
の
中
で
、
「
驕
ら
な
い
し
、
ま
た
媚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
し
な
い
。
処
世
の
態
度
は
霞
然
に
従
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
柳

得
恭
が
料
理
に
出
て
き
た
野
菜
を
詳
し
く
尋
ね
て
本
草
好
き
を
発
揮
し
た
際

に
は
、
「
天
下
の
一
物
一
挙
、
自
分
で
見
た
の
で
な
け
れ
ば
、
妄
り
に
議
論

　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
べ
き
で
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
自
分
で
確
認
し
て
い
な
い
も

の
を
妄
り
に
語
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
入
魂
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
李
鼎

元
と
交
友
を
持
っ
た
朝
鮮
入
玉
丁
々
は
、
「
重
語
荘
伝
」
で
彼
の
人
と
な
り

を
以
下
の
よ
う
に
描
写
す
る
。

　
　
墨
荘
の
人
と
な
り
は
剛
直
で
あ
り
、
飲
酒
が
娃
き
で
放
言
を
好
ん
だ
。

　
　
そ
の
た
め
世
間
と
齪
酷
を
来
た
し
、
功
名
は
思
う
に
任
せ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
（
中
略
）
評
す
る
に
、
墨
荘
は
雨
村
（
李
調
元
）
の
弟
で
、
科
挙
で
上

　
　
位
合
格
し
て
翰
林
畑
を
歩
き
、
時
の
名
士
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
聞
い
た

　
　
こ
と
に
は
、
蟻
壁
素
（
柳
琴
）
と
筆
談
し
た
際
、
慷
慨
不
平
の
語
が
多

　
　
く
、
傍
ら
に
忌
誰
を
犯
す
の
を
戒
め
る
者
が
い
た
の
で
、
墨
荘
が
奮
然

　
　
と
し
て
書
き
示
す
こ
と
に
は
、
「
頭
を
切
る
な
ら
、
す
ぐ
に
切
れ
。
わ

　
　
た
し
が
言
う
べ
き
話
な
ら
、
言
わ
な
い
で
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
」
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
う
に
こ
れ
を
見
て
そ
の
人
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

柳
琴
と
交
流
し
た
若
い
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
あ
る
が
、
剛
直
で
大
胆
な
と

こ
ろ
が
あ
り
、
忌
謙
に
触
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
は
っ
き
り
言
う
人
間
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
の
豪
胆
ぶ
り
は
、
冊
封
か
ら
の
帰
路
海
賊
に
襲
撃
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
た
際
に
、
兵
士
を
指
揮
し
て
撃
退
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
伺
え
る
。
こ

の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
薄
鼠
元
は
長
年
の
友
人
で
あ
る
朝
鮮

人
の
柳
瀬
恭
の
酋
で
、
琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い
る
事
実
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
こ
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
李
鼎
元
が
、

琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
『
使
琉
球
記
臨
に
書
け

な
か
っ
た
こ
と
は
、
琉
球
側
が
隠
し
て
い
た
か
ら
と
い
う
彼
の
説
明
よ
り
は
、

そ
れ
ほ
ど
清
の
中
で
は
公
欝
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
た
方

が
自
然
で
あ
ろ
う
。
特
に
彼
は
天
子
の
代
わ
り
に
琉
球
国
王
を
冊
封
し
て
き

た
身
で
あ
っ
た
た
め
、
尚
の
事
、
沈
黙
す
る
し
が
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
『
使
琉
球
記
憶
で
は
琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い
る
と
い
う
事
実

に
欝
及
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
『
琉
球
藍
匝
の
中
で
は
暗
示
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
。
現
存
す
る
『
琉
球
訳
画
は
北
京
図
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

館
所
蔵
の
翁
樹
箆
に
よ
る
倉
本
と
、
申
央
研
究
院
所
蔵
の
倉
本
が
あ
る
が
、

そ
の
ど
ち
ら
で
も
、
瓦
斯
第
五
に
含
ま
れ
る
「
琉
球
」
を
指
す
琉
球
語
（
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

代
沖
縄
語
の
発
音
で
は
「
ぎ
。
ヨ
器
」
）
を
音
写
し
た
部
分
で
、
「
琉
球
日
倭

急
掌
」
と
漢
字
で
転
写
し
て
い
る
。
「
倭
急
掌
」
を
漢
字
の
音
で
は
な
く
、
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意
味
で
理
解
す
れ
ば
、
「
倭
が
急
い
で
捕
ら
え
た
」
と
も
読
め
る
の
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
「
倭
急
寧
」
と
い
う
漢
字
を
当
て
る
の
は
、
琉
球
が
日
本
の
侵

略
を
受
け
る
以
前
で
あ
る
嘉
靖
一
三
年
（
一
五
三
四
）
の
冊
封
使
陳
侃
の

『
使
琉
球
録
』
が
「
琉
球
人
」
に
あ
た
る
琉
球
語
（
り
¢
O
帥
P
g
o
島
。
げ
♂
く
一
叶
¢
）
を

「
倭
三
目
必
周
」
と
音
写
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
が
、
「
琉
球
国
王
」
と

い
う
語
（
㌶
o
ヨ
①
p
帥
q
p
。
鍔
ω
ε
は
「
倭
急
那
霧
雪
」
と
音
写
し
て
い
る
。
語

彙
内
の
「
琉
球
」
に
あ
た
る
部
分
が
「
倭
急
隼
」
と
し
て
共
通
に
表
記
さ
れ

る
の
は
、
嘉
靖
四
〇
年
（
～
五
六
一
）
の
冊
封
使
郭
汝
森
の
『
重
氏
使
琉
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

録
』
が
初
め
で
あ
り
、
そ
の
後
の
使
琉
球
録
で
も
継
承
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
あ
く
ま
で
語
彙
の
～
部
分
の
表
記
で
あ
り
、
琉
球
語
の
仕
組
み
が
わ
か

ら
な
い
読
者
が
、
「
琉
球
」
目
「
臨
急
掌
扁
と
呼
ぶ
と
認
識
し
た
と
は
考
え

づ
ら
い
。
冊
封
使
で
は
な
く
、
国
子
監
の
琉
球
宮
学
教
習
で
あ
っ
た
潜
生
が
、

乾
隆
帝
か
ら
琉
球
国
の
語
音
を
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
に
答
え
る
た
め
作
成
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

『
琉
球
入
学
見
聞
録
撫
（
乾
隆
二
九
年
二
七
六
四
年
序
）
の
濁
音
で
は
、

「
国
王
日
倭
急
掌
敷
那
」
と
し
、
ま
た
「
琉
球
日
鳥
吉
逆
啄
」
と
、
全
く
別

な
漢
字
を
用
い
音
写
し
て
い
る
。

　
　
「
琉
球
」
と
い
う
語
そ
れ
自
体
で
語
彙
を
取
り
上
げ
て
「
倭
急
掌
」
と
い

う
漢
字
を
当
て
た
の
は
、
『
琉
球
訳
』
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
音

写
に
な
っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
偶
然
の
産
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
漢
字
の
国
の
人
で
あ
る
立
党
元
が
、
音
写
し
た
漢
字
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
を
全
く
意
識
し
な
い
で
い
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
こ
の
奇
妙
な
事
実
と

の
符
合
を
も
っ
て
、
読
者
に
琉
球
と
日
本
の
関
係
を
暗
示
し
よ
う
と
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
⑬

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

①
入
多
持
無
私
交
之
議
。
如
我
不
汲
汲
於
功
名
富
貴
、
可
以
任
天
而
游
。

②
『
貞
藁
閣
集
』
（
李
佑
成
編
『
山
亭
全
集
中
㎞
、
ソ
ウ
ル
、
亜
細
亜
文
化
社
、

　
～
九
九
二
年
）
貞
写
声
画
集
、
訓
蒙
人
詩
　
彷
蒋
心
鈴
」
李
演
舞
「
墨
正
暦
同
庚
。

　
緩
膨
張
仕
年
。
自
云
世
間
購
。
漸
漸
不
産
前
。
不
驕
亦
不
媚
。
行
藏
随
自
然
。
扁

③
天
下
一
物
一
状
、
非
親
見
、
不
可
妄
議
。

④
実
際
に
は
従
兄
弟
で
あ
る
。

⑥
徐
自
修
『
男
望
全
集
㎏
（
魍
韓
国
文
集
叢
刊
㎞
二
六
一
、
ソ
ウ
ル
、
民
族
文
化
推

　
進
会
、
二
〇
〇
一
年
）
巻
一
四
、
三
皇
自
伝
「
墨
荘
爲
人
航
勝
、
喜
飲
酒
好
放
言
。

　
以
故
與
世
齪
鰭
、
功
名
蹉
跣
。
（
中
略
）
評
日
、
墨
荘
以
雨
村
之
弟
、
擢
高
第
歴

　
翰
苑
、
二
時
名
流
。
嘗
聞
與
柳
弾
素
筆
談
、
多
慷
慨
不
平
之
語
、
而
傍
有
戒
其
燭

　
難
事
誰
者
、
則
墨
蕪
奮
然
書
示
日
「
三
頭
便
研
頭
。
自
家
合
財
底
話
、
便
不
得

　
説
。
」
蓋
置
乎
此
而
其
人
可
知
也
。
」

⑥
噸
使
琉
球
記
㎞
十
月
二
九
日
。

⑦
剛
国
家
図
書
館
蔵
琉
球
資
料
細
編
』
下
（
北
京
、
北
京
図
轡
館
出
版
社
、
二
〇

　
〇
〇
年
）
所
収
。

⑧
中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
。
（
〉
お
b
。
9
㎝
O
ま
く
」
、
及
び
く
』
）

⑨
丁
鋒
氏
は
、
北
京
図
書
館
本
と
中
央
研
究
院
本
を
比
較
す
る
と
、
北
京
図
書
館

　
本
の
方
が
誤
字
・
脱
字
が
多
い
こ
と
、
ま
た
中
央
研
究
院
本
の
筆
跡
と
李
二
元
の

　
筆
跡
を
比
較
す
る
と
一
致
し
な
い
た
め
、
中
央
研
究
院
本
が
李
鼎
元
の
親
筆
と
は

　
断
定
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
章
註
④
、
丁
鋒
門
清
李
鼎
元
《
琉

　
球
訳
》
所
収
寄
語
的
漢
語
対
音
」
二
九
四
⊥
元
五
頁
参
照
。

⑩
国
立
国
語
研
究
所
噸
沖
縄
語
漏
典
隔
（
大
蔵
省
印
棚
局
、
一
九
六
三
年
）
参
照
。
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以
下
の
琉
球
語
の
発
音
も
本
辞
典
を
参
照
に
し
た
。

⑪
琉
球
語
語
彙
の
音
写
の
変
遷
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
丁
鋒
「
明
会
同
三
編
《
琉

　
球
館
訳
語
》
的
漢
語
対
音
扁
、
及
び
同
「
明
代
四
種
《
使
琉
球
録
・
夷
語
》
的
漢

　
語
対
音
扁
（
『
日
漢
琉
漢
対
音
与
明
清
宮
話
音
研
究
』
、
北
京
、
中
華
書
局
、
二
〇

　
〇
八
年
）
参
照
。
な
お
、
郭
汝
森
『
重
重
使
琉
球
録
』
の
現
存
紗
本
は
い
つ
紗
写

　
さ
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
た
め
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

⑫
　
註
⑦
、
同
書
所
収
。

⑬
偶
然
の
産
物
で
あ
る
こ
の
暗
示
は
、
琉
球
と
日
本
と
の
関
係
に
疑
念
を
持
っ
た

　
人
し
か
引
っ
か
か
り
を
覚
え
な
い
消
極
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
倭
が
急
い
で
捕

　
ら
え
た
」
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
で
、
で
は
い
つ
琉
球
が
日
本

　
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
か
、
今
の
関
係
は
ど
う
な
の
か
、
と
い
う
問
い
に
発
展
さ
せ

　
う
る
も
の
で
あ
る
。お

　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
柳
得
恭
の
手
稿
本
『
燕
墾
再
游
魚
』
を
用
い
、
嘉
慶
五
年
（
一

八
○
○
）
の
琉
球
冊
封
使
面
擦
元
の
琉
球
に
対
す
る
認
識
を
検
討
し
、
李
鼎

元
が
琉
球
が
日
本
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、

『
使
琉
球
記
騙
の
中
で
そ
の
事
実
を
公
言
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

　
沈
滞
元
が
冊
封
に
行
っ
た
時
代
、
す
で
に
東
ア
ジ
ア
で
は
、
琉
球
が
日
本

に
臣
属
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
国
家
間
の
関
係
が
で
き
て
い
た
。
こ

の
安
定
し
た
関
係
を
維
持
す
る
た
め
、
琉
球
や
薩
摩
は
、
清
に
対
し
日
本
と

琉
球
の
関
係
の
隠
蔽
に
努
力
し
て
き
た
が
、
琉
球
・
薩
摩
側
の
努
力
だ
け
で

は
な
く
、
李
鼎
元
の
よ
う
な
日
本
と
琉
球
の
関
係
に
気
づ
い
た
平
入
が
沈
黙

す
る
こ
と
で
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
に
あ
る
四
国
の
関
係
は
成
り
立
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
柳
得
恭
と
朴
儒
家
は
、
ま
だ
稿
本
で
あ
っ
た
『
使
琉
球
記
騙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
李
鼎
元
と
の
問
答
と
『
使
琉
球
記
臨
の
記

述
を
通
し
、
清
朝
内
で
琉
球
が
田
本
に
属
し
て
い
る
事
実
を
公
言
で
き
な
い

状
況
を
、
は
っ
き
り
と
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
柳
陛
下
は
周
煙
『
琉
球

国
払
略
舳
を
読
ん
で
お
り
、
琉
球
と
日
本
の
関
係
を
理
解
し
て
い
た
朝
鮮
人

の
彼
な
ら
ば
、
そ
の
中
で
言
及
さ
れ
た
波
上
寺
銘
文
の
日
本
年
号
の
考
証
に

関
し
て
、
す
ぐ
に
年
号
の
誤
り
と
、
現
実
を
直
視
す
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う

と
す
る
よ
う
な
記
述
に
気
が
付
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
琉
球
が

現
在
も
日
本
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
先
に
書
及
し
た
の
は
柳
得
恭
の
側
で
あ

②り
、
彼
は
こ
の
事
実
を
述
べ
る
こ
と
で
、
清
華
が
ど
こ
ま
で
琉
球
と
日
本
の

関
係
を
認
識
し
て
い
る
の
か
探
ろ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
こ
の
よ

う
に
探
り
を
入
れ
る
こ
と
で
、
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
成
り
立
っ
て
い
る
東
ア

ジ
ア
四
国
の
関
係
の
実
態
を
、
知
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
①
『
燕
憂
再
游
録
』
内
で
『
使
琉
球
記
㎞
を
読
ん
だ
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
は
い
な

　
　
い
が
、
柳
得
恭
は
李
鼎
元
の
「
過
海
図
」
に
詩
を
寄
せ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
詩
中
に
あ
る
「
姑
米
村
娘
呈
板
舞
。
彩
毫
題
偏
竹
枝
歌
。
」
と
い
う
句
は
、

　
　
噸
使
琉
球
記
』
九
月
一
八
日
に
あ
る
「
踏
板
戯
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
『
師
竹
齋

　
　
集
㎞
巻
一
三
に
収
録
さ
れ
た
「
和
寄
事
竹
枝
詞
十
首
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
こ
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と
か
ら
、
柳
得
恭
は
『
使
琉
球
記
』
を
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
朴
齊

　
家
も
、
「
過
海
図
」
と
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
李
警
世
の
「
琉
球
奉
使
図
」

　
に
、
「
題
李
墨
荘
琉
球
奉
呈
図
」
と
い
う
詩
を
作
っ
て
い
る
（
魍
貞
莚
閣
筆
』
貞
藁

　
閣
四
集
、
及
び
『
縞
歌
集
』
上
、
李
鼎
元
）
。
詩
興
の
「
偶
問
管
楽
知
漢
姓
。
聞

　
尋
款
識
辮
倭
年
。
」
と
は
、
『
使
琉
球
記
』
七
月
二
三
日
の
、
琉
球
に
は
も
と
も
と

　
姓
は
な
い
と
い
う
の
は
本
当
か
尋
ね
、
閾
人
三
六
姓
の
子
孫
で
あ
る
久
米
村
人
の

　
み
姓
が
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
箇
所
、
お
よ
び
八
月
二
五
日
の
波
上
寺
銘
文
の

　
年
号
に
つ
い
て
従
客
か
ら
質
問
を
受
け
た
箇
所
を
詠
み
こ
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ

　
る
。

②
た
だ
し
、
『
燕
遭
再
游
録
㎞
の
記
述
内
容
が
、
実
際
の
筆
談
の
順
番
通
り
に
収

　
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
が
成
り
立
つ
な
ら
で
あ
る
。
第
三
章
註
②
に
て
指
摘

し
た
よ
う
に
、
紀
陶
と
の
筆
談
部
分
は
、
実
際
の
筆
談
内
容
の
順
序
を
変
更
し
て

収
録
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
李
関
下
と
の
筆
談
内
容
の
順
番
も

実
際
の
筆
談
か
ら
変
更
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
紀
陶

と
の
筆
談
で
は
個
々
の
問
答
の
ト
ピ
ッ
ク
の
順
番
や
語
句
は
変
わ
っ
て
い
る
が
、

問
い
、
答
え
の
順
番
や
問
答
の
主
旨
は
変
わ
っ
て
い
な
い
部
分
が
ほ
と
ん
ど
の
た

め
、
李
鼎
元
と
の
問
答
も
、
記
述
通
り
柳
載
量
の
方
か
ら
切
り
出
し
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

［
付
記
］
　
本
稿
は
窃
剛
ω
科
研
費
一
も
。
｝
8
ω
鵡
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共
同
研
究
員
）
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Therefore，　the　two　cooperated　closely　thereafter．　Aehrenthal　concentrated

more　attention　on　the　problem　of　the　Habsburg　constitutioR　rather　than　the

reaction　of　the　European　powers．　He　aimed　to　pass　an　annexation　law　that

was　founded　on　the　Habsburg’s　succession　law　（in　German，　Pragmatische

Sanktion）　in　the　Austrian　aRd　Hungarian　parliaments．　However，　oR　this

occasion，　Hungarian　Prime　Minister　Sandor　Wekerle　claimed　HuRgary’s

historic　rights　in　Bosnia－Kerzegovina　on　the　basis　of　the　Habsburg’s　law　of

succession．　Aehrenthal　and　Austria　Prime　Minister　Max　Wladimir　Beck

opposed　Wekerle’s　assertion　as　groundiess．　They　could　not　find　a　way　to

settle　the　disagreement，　and　in　the　end　the　annexation　law　was　never

established．

　　The　content　of　my　analysis　may　be　summarized　as　follows：　（1）　We　should

not　overestimate　Burian’s　role　in　the　annexation　attempt，　but　his　memoranda

not　only　stimulated　leading　circles　of　the　Habsburg　Empire　to　consider

annexation　but　also　helped　matters　develop　more　smoothly　in　Vienna　after

the　revolution　of　the　Young　Turks．　As　Burian　himself　later　wrote，　we　should

regard　him　as　the　true　proponeRt　of　annexation．　（2）　As　we　have　seen　in　the

examination　of　the　annexation　law，　the　decision－making　process　for　imperial

affairs　was　very　complicated　and　lacked　a　coordinating　function．　A　full

account　of　annexation　reveals　the　pluralistic　and　iRefficient　policymakiRg　of

the　Habsburg　Empire．

The　lnvestiture　Envoy　Li　Ding－Yuan’s　Perception　of　RyUkya

from　Yu　Deuk－gong’s　Manuscript　Version　of〕roun　Dαeノ々6

　　　　　　Yoza　Log　and　lnternational　Relationships　among

　　　　　　　　　　　　　Qing，　Ryakyg，　Japan　and　Joseon

by

KIMURA　Kanako

　　After　the　invas圭on　by　Satsuma，　a　Japanese　feudal　domain，　Ry肱yu　was

abie　to　maintain　its　monarchy．　Concealing　hls　relationship　with　Japan，

Ry磁（y且received　investit“re冊封from　the　Qi簸g　recognizing　its　tributary

status．　Satsuma　helped　in　this　concealment．　Joseon，　likewise　a　vassal　state　of
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Qing，　had　known　Ryal〈yit　was　a　subject　of　Japan　through　Joseon’s　embassies

to　Japan．

　　However，　the　relationship　between　Ryitkyit　aBd　Japan　was　not　revealed

and　did　not　become　a　subject　of　discussion　in　the　suzeraiR　state，　Qing．

Investiture　envoys　who　came　to　RyakyU　sensed　the　shadow　of　Japan　but　did

not　iRvestigate　or　report　this　to　the　Qing　Court．　One　example　is　the　problem

of　Japanese　era　name　inscribed　on　Gohei御幣of　Naminoue　temple波上寺in

RyttkyU．　Even　though　that　Japanese　era　and　zodiac　signs　did　not　colncide

with　each　other，　investiture　envoys　could　not　correct　it．　lf　they　were　to

correct　it，　the　fact　that　Qing　had　granted　investiture　even　though　Ryttkyg

was　a　subject　of　Japan　would　aiso　come　to　light．　Therefore　investiture

eRvoys　cautiously　avoided　dwelling　on　that　fact．

　　IB　relation　to　this　problem，　the　example　of　Li　Ding－yuan李開元，　the

investiture　envoy　in　1800，　deserves　attention．　After　he　went　back　to　Beijing，

he　met　Yu　Deuk－gong柳得恭，　an　envoy　from　Joseon，　and　they　discussed

Ryakyif．　The　content　of　their　discussion　appears　in　Yu　Deuk－gong’s　Youn

l）ae／de　You　Log燕i塞i再游録．　Yu　mentioned　that　the　king　of　Ry登kyU　had

been　captured　by　Hideyoshi　Toyotomi，　but　Li　did　not　respoRd　and

unnaturally　allowed　the　dia｝ogGe　on　RyUkya　to　coRclude．　Therefore，　it　is　said

that　Qing　diplomats　and　scholars　were　vaguely　aware　of　the　relationship

between　Ryakyif　aRd　Japan　but　did　not　to　refer　to　it　or　ask　opeRly　about

Ry6kyit’s　status．

　　However，　it　has　now　been　discovered　that　the　text　of　the　Youn　Dae　lae

Yozt　Log　used　in　previous　studies　differs　from　Yu　Deuk－gong’s　manuscript

version．　ln　the　manuscript　version，　it　is　recorded　that　they　discussed　the　fact

that　Ryitkyg　was　a　subject　of　Japan．　Li　Ding－Yuan　knew　this，　but　in　his

record　as　lnvestiture　envoy，　Shi　Liu　Qiu　Ji使琉球記he　made　no　mention　of

it．　lt　is　now　clear　that　he　was　unable　to　record　it．　ln　this　period，　the　relation－

ships　between　Qing，　RyUkya，　Japan　and　Joseon　were　formed　on　the　premise

that　Ryakya　was　a　subject　of　Japan．　Stable　relationships　among　these

countries　were　maintained　not　only　by　the　efforts　of　Ryakya　and　Satsuma　to

conceal　their　relationship　but　also　by　people，　like　Li　Ding－Yuan　of　the　Qing，

who　kept　their　silence．

（617）


